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コウヨウザン（Cunninghamia lanceolata）はとても重要な造林樹種である。中国において、コウヨウ

ザンが人工林全体に占める割合は、造林面積で19.01%、林分材積で25.18%であり、いずれも造林樹

種の中で最も高い。中国の人工林管理においてコウヨウザンは非常に重要な役割を果たしている。さ

まざまな造林技術や育種戦略、育林目標がコウヨウザン人工林の管理のために導入されてきた。しか

しながら、コウヨウザンの大規模な管理は、皆伐の繰り返しによる生産力や土壌肥沃度の低下や画一

的な管理目標、高い管理コスト、低い収入といった深刻な問題を引き起こしている。これらの問題を

解決するための、現場での実践を踏まえた新たな管理戦略と手法について報告する。
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